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はじめに 

 

 精神障がい者の就労希望件数は年々増加していますが、身体・知的障がい者に比べてその 

雇用割合は低い状態が続いています。精神障がい者が障がい者全体の雇用件数で占めるのは 

3.6％です（平成 23年 5月）。精神障がい者の雇用が進まない背景には、企業が雇用した精神 

障がいのある社員の状態をどう把握し、どのような定着支援を行えばいいのかわからない 

現状があります。 

 

 有限会社奥進システムは NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク（以下、JSN）※1

向けシステムの開発を手がけ、自社でも精神障がい者を雇用し定着支援を行っています。 

 企業目線の精神障がい者の就労定着支援システムがあれば、一般企業による精神障がい者 

雇用促進に繋がるとして、JSNの助言を受けて精神障がいなどの方を対象とした 

就労定着支援システム『SPIS
エ ス ピ ス

』( Supporting People to Improve Stability ) 

を開発しました。 

 このシステムでは、精神障がいなどの障害がある社員自身とその支援を担当する社員が、 

毎日日報として決められた項目をチェックし、その結果を集計・分析することで、障がいが 

ある社員の状態を「見える」化し、必要な支援が何かの判断を助けるものです。 

 当事者である社員が日報のデータを通して自分の状態を自覚し、自己管理能力を向上させる 

ことができます。また、日報のコメントのやりとりを通して、支援を担当する社員とコミュニ 

ケーションをとることができ、より働きやすい職場になるように助けます。 

 

 このシステムは精神障がいを持つ社員の雇用だけでなく、発達障がいがある場合や、うつ 

などからの職場復帰の場合にも適用できます。 

 

 このシステムを活用することで、企業による精神障がい者の職場での定着を支援し、その 

雇用率の向上に繋がると考えています。 

 

 

 

 

■精神障がいなどの方のを対象とした就労定着支援システム『SPIS』のホームページ 

→ http://spis.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 

JSN とは、大阪府内の就労移行事業所から就労した 88 名のうち、31名の支援を行った 

大阪で一番実績のある支援事業所です。今までに 69 名の精神障がい者の就労を支援し、 

その８割が職場定着を実現しています（2011年度実績） 

 

http://spis.jp/
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１．使い始める前に 

 

 このシステムをお使いいただくのは、次の３者です。 

・ 当事者・・・支援を受ける社員 

・ 担当者・・・社内で当事者の支援を担当する社員、職場のキーパーソン 

・ 支援者・・・社内または社外で支援を担当する専門家（臨床心理士、精神保健福祉士など） 

 

 

 まずシステムにログインします。 

 ブラウザであらかじめお知らせしている専用のＵＲＬを入力し、システムに入ります。 

 下のようなログイン画面が開きますので、あらかじめ提供されているログイン IDと 

パスワードを入力し、[ログイン]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 ※ブラウザは、Fire Fox、Google Chrome、または Internet Explorer（最新版）を 

  ご利用ください。 
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１－１．担当者管理 

 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」にカーソルを持っていくと、サブメニューが表示されます。 

 その中から「担当者管理」をクリックして選択します。 

 このシステムの管理者となる社員や、支援を担当する社員の登録を行います。 

 

 最初の画面は担当者一覧です。 

 この画面には登録されている管理者または支援担当者の社員（以下、担当者）が表示されます。 

 一覧上部にある新規作成ボタンをクリックして、担当者データを新しく作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部署や氏名のフリガナ等で、登録されている担当者を検索することもできます。 

 一覧の上にある「検索条件」の前の ボタンをクリックすると、検索条件を入力する

ことができるようになります。 

 

 

 

 

新規作成リンク 

編集ボタン 

削除ボタン 
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 新規入力画面では、「必須」とついている項目が入力必須項目になります。 

 入力必須項目：ログインＩＤ（英数字 20 字以内）、ログインパスワード（英数字 20 字以内）、氏名、 

フリガナ、性別、所属部署、マスター編集権限、日報閲覧編集権限 

 

 ※マスター編集権限･･･「権限あり」にした場合、その担当者はマスタ登録機能が使えるように 

なります。「権限なし」にした場合、その担当者はマスタ登録機能を使うことができません。 

その人がログインしているときには、画面左上の「マスタ登録」メニューが非表示になります。 

 

 ※日報閲編集覧権限･･･「自分の担当のみ」の場合、当事者の一覧を見たときに自分が担当して 

いる当事者しか表示されません。自分が支援を担当する当事者の日報のみ見たり入力したりする 

ことができます。「全員」の場合は、自分が担当している当事者もしていない当事者も全員が 

一覧に表示されますので、支援されるすべての社員の日報を見たり入力したりすることができま

す。 

 必要な項目を入力して、[更新]ボタンをクリックしてください。データが登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すでに登録した担当者データを修正する場合は、担当者一覧画面で該当する担当者の行の 

右側にある編集リンクをクリックして、担当者編集画面を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新ボタン 
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 修正したい項目の内容を変えて、[更新]ボタンをクリックしてください。 

 修正した内容で登録されます。 

 

 担当者データを削除したい場合は、担当者一覧画面で該当する担当者の行の右の「削除」 

ボタンをクリックしてください。小さな確認画面が表示されますので、確認の上「はい」を 

クリックしてください。 

 

 

１－２．評価項目管理 

 

(1) 評価グループ 

 

 当事者を評価する項目には、グループと種別、ジャンルがあります。 

 システムではあらかじめふたつのグループが用意されています。 

 ＮＩＶＲ・・・独立行政法人高齢・障害者・求職者雇用支援機構 障害者職業総合センター 

 ＪＳＮ・・・ＮＰＯ法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 

 

グループ 種別 ジャンル 

NIVR 生活面 職業生活 

  社会面 対人関係 

  作業面 作業力 

    仕事への態度 

ＪＳＮ 生活面   

  社会面   

  作業面   

 

 あらかじめ用意されたＮＩＶＲとＪＳＮの評価グループや評価項目は追加・変更・削除が 

できません。 

 評価項目を追加する場合には、まずここで評価グループを新規作成してください。 

 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」から「評価グループ管理」を選びます。 

 評価グループ一覧画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成ボタン 

参照ボタン 

編集ボタン 

削除ボタン 
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 新規作成ボタンをクリックすると、評価グループ新規作成画面になります。 

 必須となっているグループ名は必須入力です。 

 グループに入る種別とジャンルは、[新たなジャンルを追加]ボタンをクリックすると、入力 

するテキストボックスが表示されますので、種別名とジャンル名を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後から追加した評価グループは、一覧画面の削除リンクをクリックすることで削除することが 

できます。 

 

 ＮＶＩＲとＪＳＮについては、その中の種別・ジャンルを追加・修正・削除することはでき 

ません。内容を確認するためには評価グループ一覧画面の参照リンクをクリックしてください。 

 評価グループの名称、その中の種別とジャンルが表示される参照画面になります。 

 

 

 

 

 

 

新たなジャンルを追加ボタン 

新しいデータを入力する 

ボックスが表示されました。 



 

   6 

 

 

(2) 当事者評価項目 

 

 支援する当事者に、どんなところを自己評価してもらうのか？という項目を登録します。 

 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」から「当事者評価項目管理」を選びます。 

 評価項目一覧画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規作成ボタンをクリックすると、当事者評価項目の新規作成画面になります。 

 入力が必須になっているのは「グループ」「ジャンル（種別+ジャンル）」「評価項目（名称）」の 

３つですが、その下の説明も評価の基準がわかるように入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成ボタン 

編集ボタン 

削除ボタン 
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 すでに登録されている評価項目は、一覧画面で該当する行の右にある編集ボタンをクリック 

して編集画面を開き、その内容を編集することができます。 

 

 

 

 

 登録されている評価項目を削除する場合は、一覧画面の該当する行の右にある削除ボタンを 

クリックしてください。 
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 あらかじめ登録されている NIVRと JSNの評価項目は、編集・削除ができません。 

 一覧画面で参照ボタンをクリックし、登録内容を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 担当者評価項目 

 

 支援の担当者が支援対象の当事者のどんなところを評価するのか？という項目を登録します。 

 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」から「担当者評価項目管理」を選びます。 

 評価項目一覧画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成ボタン 

参照ボタン 

編集ボタン 

削除ボタン 
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 新規作成ボタンをクリックすると、担当者評価項目の新規作成画面になります。 

 当事者評価項目と同様に、評価項目の「グループ」「ジャンル（種別+ジャンル）」「評価項目 

（名称）」と、評価の基準を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すでに登録されている評価項目は、一覧画面で該当する行の右にある編集ボタンをクリック 

して編集画面を開き、その内容を編集することができます。 
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 あらかじめ登録されている NIVRと JSNの評価項目は、編集・削除ができません。 

 一覧画面で参照ボタンをクリックし、登録内容を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３．当事者管理 

 

 支援対象の当事者を登録します。当事者の名前などの情報のほかに、誰がその当事者の支援を 

担当するかや、当事者が自己評価する項目、担当者がその当事者を評価する項目を登録します。 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」にカーソルを持っていくと、サブメニューが表示されます。 

 その中から「当事者管理」をクリックして選択します。 

 

 登録されている当事者一覧画面が表示されます。（これから登録する場合には、表示される 

データはありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報ボタン 

当事者日報項目ボタン 

担当者評価項目ボタン 

削除ボタン 

部署・担当者ボタン 
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 一覧表示部の上にある新作作成ボタンックして、支援対象の当事者を新規に登録します。 

 

 なお、当事者一覧に表示されている当事者の中で使用状態が「使用中止」になっている場合は、 

薄いグレーで表示されます。 

 各当事者の使用状態については、後で説明しています。 

 

 新規作成リンクをクリックすると、『うぇぶサポ』の新規登録画面が開きます。 

 『うぇぶサポ』は障がいを持つ人の情報（障がいの特性、必要な支援内容など）を入力し、 

支援に関わる人で共有するウェブ・サービスです。 

 SPISでは、支援する当事者の情報をこのサービスで管理しています。当事者自身、その 

ご家族や支援者と会社担当者で、支援するための情報を共有することができます。 

 

 必須になっているのは本システムにログインするための「サポートブック ID」「パスワード」 

「ニックネーム」です。 

（『うぇぶサポ』では匿名での登録ができる仕様なので、ニックネームが入力必須で、氏名は 

必須になっていません） 

 「サポートブック ID」「パスワード」は、SPISシステムにログインするために必要な 

「ログイン ID」「パスワード」に相当しますので、必ず入力してください。 

 「ニックネーム」は任意なので、当事者がわかる名前を決めて入力してください。 

 当事者の「氏名」を入力し、システムで当事者を識別できるようにしてください。 

 それ以外の入力項目は任意で入力してください。 

 入力し終わったら、画面一番下の[サポートブックに新規登録する]ボタンをクリックして 

ください。 
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 新規作成の手続きが終わると、『うぇぶサポ』の編集画面になります。 

 ここでは５つのタブと、各タブページにある左メニューで、当事者の情報を入力することが 

できます。 

 必要に応じて入力してください。 

 当事者に聞き取りをしながら入力したり、当事者自身またはご家族に入力してもらうことも 

できます。 

 入力した内容は PDFファイルにしてダウンロード・印刷できます。 
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 登録した当事者の情報は、基本情報リンクをクリックすると『うぇぶサポ』の画面が開いて 

内容を追加・修正することができます。 

 

 次に、この当事者の所属する部署と、支援を担当する社員を登録します。 

 当事者一覧画面で、該当する当事者の行の右の部署・担当者リンクをクリックしてください。 

 この画面では、以下の項目を入力します。 

 当事者名・・・支援を受ける当事者社員の氏名 

 所属部署・・・社員が所属する部署名 自由入力で、必須入力ではありません。 

管理上わかりやすい名前を入力してください。 

 使用状態・・・SPISを使う当事者はチェックなし、以前使っていてもう使わなくなった 

場合は「使用中止」にチェックを入れてください。 

 出退勤時刻入力・・・当事者の出社時間、退社時間を日報で入力し管理する場合は 

「入力する」にチェックを入れてください。 

 当事者へ返すコメント・・・当事者へ日報の画面を通してコメントを返す場合は 

「使用する」にチェックを入れてください。 

 担当者・・・社内で支援を担当する社員を選びます。複数人登録できますので、 

その当事者の支援と評価を担当する人を、担当者としてあらかじめ登録して 

ある人から選んでください。 

 

入力が終わったら、[更新]ボタンをクリックして登録します。 
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 次に、当事者が自己を評価する項目を設定します。 

 当事者一覧画面で、該当する当事者の行の右の当事者日報項目ボタンをクリックしてください。 

 

 日報項目は、当事者である社員が、日報で自分を評価する項目です。 

 「評価項目」は、当事者評価項目として登録されている項目から使うものを選びます。 

 選んだ項目をクリックすると、その項目が黄色になります。選びなおす場合は、もう一度 

クリックするともとの色に戻ります。 

 NIVR、JSN、独自で追加した評価グループ、それぞれから任意の項目を選んで組み合わせて 

登録ができます。 

 

 入力が終わったら、[更新]ボタンをクリックして登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、支援する担当者が当事者を評価する項目を設定します。 

 当事者一覧画面で、該当する当事者の行の右の担当者日報項目ボタンをクリックしてください。 

 

 ここでは、当事者を評価する項目のみを選びます。 

 「評価項目」は、担当者評価項目として登録されている項目から選びます。 

 選んだ項目をクリックすると、その項目が黄色になります。選びなおす場合は、もう一度 

クリックするともとの色に戻ります。 
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 NIVR、JSN、独自で追加した評価グループ、それぞれから任意の項目を選んで組み合わせて 

登録ができます。 

 

 入力が終わったら、[更新]ボタンをクリックして登録します。 
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■ドキュメントの出力 

 

 当事者一覧画面で、次のドキュメントを出力することができます。 

 一覧表示部の各行の左端にあるチェックボックスで出力したい当事者のものをチェックします。 

表の上に[付ける]ボタンをクリックすると、すべてのチェックボックスにチェックがつきます。

[はずす]ボタンをクリックすると、チェックされていたチェックボックスのすべてのチェックが 

はずれます。 

出力したい当事者のチェックボックスをクリックするか、ボタンでチェックした後に、出力 

したいドキュメントを選んでボタンをクリックします。 

日報記入用紙を出力する場合は、[日報を出力]ボタンをクリックしてください。 

その当事者の当事者評価項目の一覧を出力する場合は、[当事者日報評価項目を出力]ボタンを 

クリックしてください。 

その当事者の支援担当者評価項目の一覧を出力する場合は、[担当者日報評価項目を出力] 

ボタンをクリックしてください。 

いずれの場合も、Excel形式ファイルで出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４．評価項目出力 

 

 マスタ登録されている当事者評価項目と担当者評価項目を、すべてドキュメントとして出力 

することができます。 

 画面左上のメニュー「マスタ登録」から、「評価項目管理」を選びます。 

 当事者評価項目か、担当者評価項目かをチェックボックスで選びます。 

 また、どの評価項目グループのものかを選択の上、[出力]ボタンをクリックします。 
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２．日報 

 

 支援が必要な当事者について、毎日日報をつけます。 

 日報は、当事者が自己を評価するものと、その当事者の支援担当者が当事者を評価するものが 

あります。 

 

２－１．当事者の入力 

 

(1) パソコンで入力する 

 

 支援を受ける当事者がシステムにログインするためには、あらかじめ指定された専用の 

URLをブラウザで開き、当事者ごとにあらかじめ指定されたログイン IDとパスワードを入力 

します。（URLは当事者共通ですが、ログインする IDとパスワードは別々です） 

 当事者のログイン画面は、上のバーの色が担当者と違う青色になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当事者がシステムにログインすると、日報一覧画面が開きます。 

 すでに日報データがある場合、一覧に表示されるのは自分の日報データだけになります。 

 一覧の上にある新規作成ボタンをクリックして、新規で日報を入力する画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成ボタン 

編集ボタン 
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 「当事者（氏名）」「担当者（氏名）」「日付」は自動で入力されます。日付は当日日付になり 

ますが、変更することができます。 

 当事者が出社しており日報を入力する場合、「出欠」は「出席」を選んでください。 

 出勤・退勤の時間入力欄が表示されている場合は、入力してください。 

 

 「内容」のところに自己評価を入力していきます。 

 「服薬の有無」と「就寝時間・起床時間」は任意で入力してください。 

 「自己評価」のところに、当事者日報項目が並びますので、４段階で自己評価を入力します。 

 「意見・感想」は自由入力です。任意で入力してください。 

 

 当事者が入力するときには、「担当者評価」「コメント」の入力欄は表示されません。 
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 一度入力した日報を修正したい、または支援の担当者からの前日以前のコメントを閲覧する 

場合は、日報一覧画面から該当する日報データ行の左の編集ボタンをクリックしてください。 

日報の編集画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当者・支援者からコメントがついている場合は、当事者の意見・感想入力欄の下に表示 

されます。 
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 時間の入力方法 

 出勤時間、退勤時間、就寝時間、起床時間は、入力欄にカーソルをもっていくとドロップ 

ダウンリストが表示されるのでそこから入力したい時間を選ぶことができます。 

 ドロップダウンリストを使わないで手入力する、またはドロップダウンリストから選んだ 

時間を手で修正入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日付の入力方法 

 日報の日付は、入力欄にカーソルをもっていくとカレンダーが表示されるので、そこから 

選んで入力することができます。 
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 他の日の日報の閲覧と編集 

 日報入力画面の「名前」欄の上に、「前日」「カレンダーで日付を選ぶ」「翌日」のボタンが 

あります。このボタンをクリックすると、他の日の日報に表示内容を変更することができます。 

 表示している日の日報の前後の日報の内容を確認したり、先週、先月などの離れた日付の 

日報を見たい場合にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スマートフォンの利用 

 当事者の日報入力画面は、スマートフォンに対応しています。 

当事者の日報入力でパソコンが使えない場合は、スマートフォンやタブレットから入力する 

ことができます。 

なお、その際の入力画面は下記のようになっています。 
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(2) 紙に記入する 

 

 日報を用紙に記入してもらい、後で担当者がシステムに入力する方法もあります。 

 前述の「１－３．当事者管理 ■ドキュメントの出力」を参照して、日報記入用紙を出力し 

印刷してお使いください。 

 

 支援担当者はログインすると自分が支援する当事者の日報を新規作成・編集・削除ができます 

ので、担当する当事者の日報を紙からシステムに入力してください。以下がその手順です。 

 

 

２－２．担当者の入力 

 

 支援の担当者がシステムにログインすると、日報一覧画面が開きます。 

 すでに日報データがある場合、一覧に表示されるのは自分が担当している当事者の日報 

データになります。（ひとりの担当者で複数の当事者の支援ができます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一覧の上にあるドロップダウンリストから日報を新規で入力しようとする当事者を選び、 

新規作成ボタンをクリックして、新規で日報を入力する画面を開きます。または、すでに担当 

している当事者が日報データを登録していた場合、一覧右の編集ボタンをクリックして、日報を 

編集する画面を開きます。 

 

 担当者の日報入力・編集画面では、（１）当事者評価を入力する部分と、（２）担当者の評価と 

意見・感想を入力する部分、（３）支援者のコメントを入力する部分があります。 

 当事者が用紙に記入した日報を担当者がシステムに入力する場合、画面で使うのは 

（１）当事者評価を入力する部分です。 

 

新規作成ボタン 

編集ボタン 

削除ボタン 
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 記入用紙を見ながら、当事者評価の各欄を入力してください。評価項目について４段階の 

評価を入力してください。 

 

 「意見・感想」も記入されている内容を写して入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援担当者が当事者の

自己評価を入力するの

はこの項目です。 
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 担当者が当事者の評価をする場合は、担当者評価の各項目を入力してください。また、その 

下の「担当者の意見・感想」には、その日のことを任意で入力してください。 

 当事者に対してコメントを返す場合は、当事者入力項目の下にあり「担当者から当事者へ 

返すコメント」欄に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援担当者が担当者評

価を入力するのはこの

項目です。 
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 支援者の入力項目 

 社内または社外で、支援の専門家（以下、支援者）がついている場合の説明です。 

 支援者は、担当者と同じ URLで、あらかじめ決められた IDとパスワードでシステムに 

ログインします。 

 当事者と担当者が毎日入力している日報データと統計・分析を必要に応じて閲覧します。 

 

 支援者は、当事者と担当者に対して、日報の入力画面からコメントすることができます。 

 日報入力編集画面の、「支援者から当事者へのコメント」「支援者から担当者へのコメント」が 

そのための入力欄です。 
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３．統計・資料 

 

 日報データを集計して、グラフの形式で出力します。 

 当事者も自分の日報データのグラフを見ることができます。 

 画面左上のメニュー「統計・資料」から、「統計分析」を選んでクリックしてください。 

当事者一覧画面が開きます。（当事者がログインしている場合は、自分しか表示されません） 

 分析を行いたい当事者を一覧から選び、該当行の右の統計情報閲覧画面ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 統計情報閲覧画面では、任意の期間で統計を行うことができます。 

 画面を開いたとき、期間は 2 ヶ月前～当日の日付が自動入力されています。この分析対象期間

は自由に変更することができます。 

 期間の入力後に[当事者評価グラフ]または[当事者評価グラフ]ボタンをクリックします。 

 システムが分析を行いますので、しばらくお待ちください。 

 システムにログインしているのが当事者の場合は、[当事者評価グラフ]ボタンのみが表示され

ています。 

 

 

 

統計情報閲覧画面ボタン 
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３－１．当事者の評価 

 

 支援される当事者が毎日書いている日報の内容が分析されます。 

 一番上は指定期間中の、各評価グループの値を平均したものです。 

 そこから下は、各評価項目の毎日の値（１～４）を折れ線グラフにしたものです。 

 このグラフによって、その社員の傾向を掴み、必要な支援が何かを考える手がかりとします。 

 

※ グラフを印刷する場合は、ブラウザの印刷機能をご利用ください。その際に、用紙の向き

を横にしてください。 
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 評価グループの平均 ― 棒グラフ 

 分析結果の一番上には、指定期間中の各評価グループの評価の平均が棒グラフで表示されます。 

左から、（１）生活面、（２）社会面、（３）作業面、（４）その他 です。グラフのところに 

マウスカーソルを当てると、値が吹き出しで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 棒グラフをクリックすると、そのグループの中の各評価項目の指定期間中の平均が同じく棒グ

ラフとして表示されます。 

 項目を選んでその棒グラフをクリックすると、指定期間中のその評価項目の値の折れ線グラフ

に画面が移動します。 
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 各評価項目の値の推移 ― 折れ線グラフ 

 折れ線グラフは各評価項目の指定期間中の値が表示されています。 

赤い線が、その期間中の平均を示しています。縦の点線は、週の初めと推測できる日を示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 折れ線グラフの小さな丸い点を選んでマウスカーソルを当てると、その丸がやや大きくなり、

その日の当事者コメントが入力されている場合は吹き出しで表示されます。（長文の場合は全文表

示されません） 

 マウスで指している日の丸をクリックすると、その日の日報入力画面が開きます。 

 その日の日報の内容を確認したい場合にこの機能をご利用ください。 
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３－２．担当者の評価 

 

 支援の担当者が、支援対象の当事者について毎日評価している内容が分析されます。 

 当事者の自己評価と比較し、当事者がどれくらい客観的な自己評価ができているのかを知る 

ことができます。 

 また、当事者が気づいていない面については、支援に関係する担当者・支援者で共有し支援 

内容の充実に役立ててください。 

 

 支援の担当者が毎日書いている日報の内容が分析されます。 

 分析が終わると、分析結果のグラフが表示されます。 

 一番上は指定期間中の、各評価グループの値を平均したものです。 

 そこから下は、各評価項目の毎日の値（１～４）を折れ線グラフにしたものです。 

 このグラフによって、その社員の傾向を掴み、必要な支援が何かを考える手がかりとします。 

 

 ※グラフの詳細については、前節の当事者グラフの説明をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分析結果から読み取れる特性などの例： 

・ 月曜日（週末、雨の日、冬など）は調子が悪いことが多い、疲れやすい、 

・ 自己評価と他人からの評価が一致しない→自己認識が足りていない部分がある 

・ 睡眠時間、服薬と評価の関係の有無 
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３－３．当事者日報感想一覧 

 

 支援される当事者が毎日書いている日報の「睡眠時間」「服薬」「感想」「コメント」の一覧が 

出力されます。 

 

  出力される項目・・・日付、睡眠時間（就寝時間～起床時間）、薬、当事者コメント、 

            担当者から当事者へ返すコメント、担当者の意見・感想、 

            支援者から当事者へのコメント、支援者から担当者へのコメント 

 

 画面左上のメニュー「統計・資料」から、「当事者感想一覧出力」を選んでクリックしてくだ 

さい。当事者感想一覧出力画面が開きます。 

 出力は任意の期間で行うことができます。画面を開いた時、期間は 2ヶ月前～当日の日付が 

自動入力されています。この出力対象期間は自由に変更することができます。 

 出力を行いたい当事者を一覧から選び、該当する行をクリックしてください。行の背景が黒く、

名前の字が白く反転した行の人が選択されていて出力対象になります。「Ctrl」ボタンを押し 

ながら他の行をクリックすると、複数の人を選択することができます。 

 コメントと感想は、出力したいもののチェックボックスにチェックをして選んでください。 

 期間を入力し、当事者と出力するコメント・感想を選択後に[出力]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感想一覧が Excel形式ファイルとして作られ、ダウンロードされます。 

 評価結果と併せて、支援対象の当事者の状態把握の手がかりにしてください。 
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４．振り返り 

 

 当事者と担当者・支援者で、面談などをした際の記録を「振り返り記録」として残しておく 

ことができる機能です。 

 画面左上のメニュー「振り返り」を選んでクリックしてください。振り返り一覧画面が開き 

ます。 

 一覧の上にあるドロップダウンリストから振り返りを新規で入力しようとする当事者を選び、

新規作成ボタンをクリックして、新規で振り返り記録を入力する画面を開きます。または、 

すでに担当している当事者の振り返りデータを登録していた場合、一覧右の編集ボタンを 

クリックして、振り返り記録を編集する画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「振り返りタイトル」は、後から議題などを類推しやすいものにすることをお勧めします。 

必須ではありませんので、入力するかと、した場合の内容は任意です。 

 「当事者閲覧可能コメント」は、当事者が自分で後から見直すことができるものです。 

話し合った内容などを任意に入力してください。 

 「担当者のみ閲覧可コメント」は、当事者には見えません。支援をする上で記録しておきたい 

情報を任意で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成ボタン 

編集ボタン 

削除ボタン 
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５．服薬情報 

 

５-1．服薬登録 

 

病院で処方された薬を登録し、服薬状況を記録できます。 

服薬状況の記録から、いつ・どんな薬を・どれくらい飲んだのかわかるようになります。 

この機能を使用するには、まず当事者が服薬管理マスタで処方薬を登録します。 
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5-2.服薬情報参照 

 

日報入力画面で服薬情報の入力がある場合、あとでその編集画面を開いて入力内容を参照する事

が出来ます。 

 

日報画面の服薬情報の項目名の横に、小さなアイコンが表示されていますので、それをクリック

します。 

 

 

そうすると、ウインドウが現れて、服用した薬の用量が表示されます。 

 

 

 

 

この機能により、服用した薬を確認する際に活用できます。 
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システムの操作方法についてのお問い合わせは、下記にお寄せください。 

 

有限会社奥進システム 

〒540-0027 

大阪府大阪市中央区鎗屋町２－２－４ 

イチクラビル ４F 

TEL 06-6944-3658 FAX 06-6944-3659 

 


